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特
集
：
ト
ラ
ン
プ
関
税
で
変
わ
る
世
界
と
農
業

〔
研 
究 
会 
の 

趣 

旨
〕

ト
ラ
ン
プ
関
税
の
衝
撃
と
日
本
の
道

会
員　

小
倉　

千
沙

　

二
〇
二
五
年
四
月
二
日
、
第
二
次
ト
ラ
ン
プ
米
政
権
は
「
相
互
関
税
」
の
導
入
を
発
表

し
た
。
全
輸
入
品
に
一
〇
％
の
基
本
関
税
を
か
け
る
と
と
も
に
、
国
別
の
相
互
関
税
を
課

す
と
発
表
。
例
え
ば
、
日
本
産
品
に
対
し
て
は
二
四
％
の
相
互
関
税
を
導
入
す
る
と
し
た
。

こ
れ
ま
で
筆
者
は
、
農
産
物
の
貿
易
政
策
や
自
由
貿
易
協
定
等
に
係
る
調
査
事
業
に
携
わ

っ
て
き
た
た
め
、
こ
の
乱
暴
な
一
律
的
な
関
税
の
導
入
に
は
衝
撃
を
受
け
た
。
過
去
の
貿

易
交
渉
の
中
で
は
、
関
税
表
の
一
行
一
行
、
各
品
目
の
細
か
い
区
分
別
に
、
繊
細
な
交
渉

が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
果
物
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
輸
入
さ
れ
る
季
節
別
に
異

な
る
関
税
率
が
設
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
お
互
い
に
利
益
を
得
つ
つ
、
国
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際
的
な
貿
易
枠
組
み
を
尊
重
し
、
国
同
士
の
信
頼
関
係
を
築
こ
う
と
し
た
努
力
の
積
み
重

ね
だ
と
理
解
し
て
い
る
。
そ
の
過
程
は
完
全
に
無
視
さ
れ
、
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
計
算
方
法
に
よ
る
相
互
関
税
は
、
米
国
の
当
該
国
と
の
間
の
貿
易
赤

字
を
輸
入
額
で
割
っ
た
数
字
を
半
分
に
し
た
も
の
。
関
税
が
発
表
さ
れ
て
す
ぐ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
「
Ｘ
」
で
、
そ
の
点
を
指
摘
し
た
米
国
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
ロ
ウ

ィ
ッ
キ
ー
氏
の
投
稿
を
見
か
け
、
著
者
も
思
わ
ず
貿
易
統
計
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
エ
ク

セ
ル
で
計
算
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
も
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
と
っ
て
は
、
そ
の
関
税
率

も
、
自
分
が
好
む
取
引
（
デ
ィ
ー
ル
）
の
材
料
に
す
ぎ
ず
、
各
国
と
の
交
渉
過
程
と
、
日
々

変
化
さ
せ
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　

こ
う
い
っ
た
状
況
を
受
け
て
、「
農
政
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
会
」
は
、
二
〇
二
五
年
九

月
～
十
二
月
期
に
ト
ラ
ン
プ
関
税
を
テ
ー
マ
に
選
び
、
平
澤
明
彦
氏
（
農
林
中
金
総
合
研

究
所
）、
作
山
巧
氏
（
明
治
大
学
）、
渡
邉
真
理
子
氏
（
学
習
院
大
学
）、
ク
リ
ス
・
ク
レ
イ

ト
ン
氏
（
Ｄ
Ｔ
Ｎ
／
ザ
・
ブ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ
・
フ
ァ
ー
マ
ー
）、
山
田
優
氏
（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
）

の
五
名
の
講
師
を
招
い
て
研
究
会
を
開
催
し
た
。
そ
も
そ
も
、
ト
ラ
ン
プ
関
税
と
は
何
か

を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
導
入
が
、
世
界
の
農
業
と
農
産
物
貿
易
、
国
際
的
な
貿
易

秩
序
、
そ
し
て
日
本
に
も
た
ら
し
た
影
響
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
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ト
ラ
ン
プ
関
税
は
、
平
澤
氏
と
ク
レ
イ
ト
ン
氏
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
実
際
に
は
中

国
の
農
産
物
の
貿
易
シ
フ
ト
を
促
し
、
米
国
農
業
に
は
深
刻
な
負
の
影
響
を
も
た
ら
し
て

い
る
。
た
だ
、
そ
れ
に
対
す
る
緩
和
措
置
と
し
て
巨
額
の
補
助
金
を
拠
出
し
た
こ
と
で
、

米
国
の
農
業
生
産
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。
山
田
氏
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
報
告
さ
れ

た
よ
う
に
、
依
然
と
し
て
農
家
か
ら
の
支
持
は
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
依
然
と
し
て
、

気
ま
ま
に
関
税
攻
撃
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
作
山
氏
の
指
摘
の
通
り
、
ト
ラ
ン
プ
関
税
は

国
内
法
と
Ｗ
Ｔ
Ｏ
規
制
、
国
際
合
意
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
に
違
反
す
る
。
た
だ
、
渡
邉
氏
に

よ
れ
ば
、
ト
ラ
ン
プ
関
税
の
理
論
的
な
拠
り
所
と
な
っ
た
考
え
方
は
、
米
中
の
長
年
の
貿

易
対
立
に
由
来
す
る
。
中
国
が
集
中
的
な
産
業
政
策
に
よ
っ
て
独
占
的
な
基
盤
を
築
い
た

こ
と
が
、
健
全
な
貿
易
関
係
を
歪
め
、
全
面
的
な
過
剰
生
産
を
招
い
た
。
渡
邉
氏
は
、
現

行
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
等
の
国
際
ル
ー
ル
は
こ
の
事
態
に
対
処
で
き
て
お
ら
ず
、
事
後
的
な
対
策
と

し
て
の
関
税
導
入
も
手
段
と
し
て
は
検
討
し
得
る
と
す
る
。
貿
易
に
立
脚
す
る
日
本
と
し

て
は
、
状
況
を
忍
び
つ
つ
、
新
し
い
国
際
秩
序
の
構
築
に
向
け
た
ル
ー
ル
作
り
に
積
極
的

に
貢
献
し
、
粘
り
強
い
多
国
間
の
連
携
強
化
を
続
け
る
し
か
な
い
。

�
（
お
ぐ
ら　

ち
さ
・
株
式
会
社
メ
ロ
ス
代
表
取
締
役
）


